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検証実施報告書 

 

 令和６年８月２１日付け６災対第４７６―１号で事業を決定された後、検討したペット受入体制を

基に検証を実施しましたので、令和６年度ペット同行避難対策事業実施要領第９の規定に基づ

き、下記のとおり提出します。 

記 

実施日 令和 7 年 1 月 19 日 

実施場所 名古屋市立○○小学校 

内容 １ 参加者 

２ 検証方法 

３ 検証項目 

４ 検証の結果、顕在化した問題点とその改善案 

５ 総評 

 

※ 検証の様子が分かる写真を添付すること。 

※ 関係機関との協議書、改訂した避難所運営マニュアルなど、事業により作成された成果物を

添付すること。 

 

  



１ 参加者 

計 66 人 

内訳： 区役所 7 （うち総務課 4、保健センター3） 

 市役所 8 （うち防災危機管理局 5、健康福祉局 3） 

 県 1、 有識者 1、 小学校 1（教頭）  

 名古屋市他区 8、 他都市 4、 NPO（災害ボランティア）4 

 一般住民 30※、 公職者 2（市議 1、県議 1） 

 

※ 災害救助地区本部委員、保健環境委員、動物愛護推進員を含む 

 

 ペット（生体）は、小型犬１匹が参加。ほかに小型犬１匹、猫 1 匹の参加を予定していたが、

それぞれ飼主またはペットの体調不良により参加を見合わせた。 

 

２ 検証方法 

前半：有識者による講習および訓練の概要説明 

後半：効果検証のために訓練として実施 

 

今回は、主に初動期を対象とした訓練を行い、以下の点について検証を行う。 

・ 飼い主がペットと共に避難して来た際、作成した避難所運営マニュアル（スターターキットを

含む。）により適切に対応できるか確認。 

・ 実際に飼主にペットと共に○○小学校に避難してもらい、初動対応としてペット受付の設営

および複数のペット避難スペース（候補）を設営し、ペット避難スペースの適否について確認。 

 

３ 検証項目 

（１）検証したペット受入体制の内容及びその評価 

・初動期（災害発生当日） 

a 避難所運営のために使う場所の指定 

○ ペット避難スペースの考え方 

本市では、ペット避難スペースについて、「アレルギーのある方や動物が苦手な方と、ペ

ットと同行避難される方の双方に配慮し、避難者の生活場所とは別の場所を選び」、また

「避難所閉鎖後の清掃、洗浄等により原状復帰が容易な場所を選定する」こととしており、

これを踏まえて、軒下、自転車置き場、テント等、風雨をしのげ、飼主によるペットの管理が

できる場所をペット避難スペースとしている。 

検証会場である○○小学校においては、従前は、風雨をしのげ、避難者の動線と直接

重ならない場所として、「渡り廊下」を指定していた。しかし、施設管理者である学校からは、

授業再開の際に児童の通学・給食配膳の動線に重なるとして、見直しを求められていた。 

 

今回、検証に先立つ 11 月に、地域住民、施設管理者（学校）、行政の三者で、有識者を

交えた協議を行い、ペット避難スペース候補の適否について協議した。 

有識者からは、複数の候補地に条件等を付けて検討することは有効であると助言を受



けたことから、複数の場所をペット避難スペース候補とし、検証を経て計画（○○小学校に

おける避難所運営マニュアル）の更新を行うこととした。また、在宅避難も有効な手段の一

つと助言を受けたことから、今回の訓練の場において、ペット同行避難者に対して在宅避

難の有効性を啓発することとした。 

 

 

○○小学校におけるペット避難スペース候補と検証結果（概要） 

ペット避難スペース候補 検討時に想定した 

メリット／デメリット 

検証結果 

① 体育館北側 ○屋根壁あり 特段問題なし 

→利用可とする 

 

② プールサイド ○逸走対策 

○大型犬係留可 

△屋根壁なし 

×生活用水となるプールの水を 

汚染する可能性あり 

→利用不可とする 

③ クラブハウス ○室内 

△施錠されている 

△一般避難者が使う可能性あり 

○同伴避難も可能 

→当初利用不可とする（状況次第） 

④ 一輪車練習場所 

（ほか校庭遊具） 

○大型犬係留可 

△屋根壁なし 

風雨以外は問題なし 

→利用可とする（学校や地域のテン

トと合わせて利用） 

※ 「屋根壁なし」は、手を加えない状態を指し、テントやブルーシート等の資材を利用して

改善できる余地はある。 

 

実際に検証したところ、上記②のプールサイドのように、検討時に想定していなかったデ

メリットが明らかになるところもあった。これらについては、いったんは利用不可とするもの、

状況に応じて利用可とするものなど対応は分かれたが、デメリットが明らかになったことに

より、それらが解消するか、または他の候補地と比較することで、状況に応じて使用できる

ものと考えられる。また上記④の一輪車練場所（ほか校庭遊具）のように、学校や地域のテ

ントを合わせて使うことで利用可になるなどの提案もあり、発災初期から使える避難スペ

ースが複数確保できると思われる。 

 

以上のことから、ペットの避難スペースを考える際には、風雨がしのげるといった物理的

な環境のほかに、鍵の管理、他の避難者・施設利用者の使用スペースとの近接性や動線

の関係、また原状回復の容易さ等に着目して考えることが重要であると考えられた。また、

各関係者の観点から検討・検証を行うことが必要であり、避難スペースの選定にあたって

は、避難者・避難所管理者となる（地域住民）と、施設管理者との話し合いが必要である。  

 

b 避難してきた人々の受け入れ場所の指定 

 ○ ペット飼養者の受け入れ場所の考え方 



本市では、飼主の受け入れ場所について特段の考えや指定はない。飼い主を含む避難

者は、あらかじめ定めた体育館などの避難スペースに避難することとしている。また、あら

かじめ定めた避難スペース以外も避難者数や避難生活の状況等に応じて使用することと

している。 

避難所固有のルール（町内ごとに避難スペースをまとめるなど）や飼主の心身の都合で

他の避難者とスペースを分けざるを得ない場合（要配慮者の福祉避難スペース利用など）

があることから、一律に飼主の避難スペースを指定することは難しいが、飼主同士がまと

まって避難することは、飼主同士の共助を促す上で有用と思われるため、ペット同行避難

のマニュアル等に一例として記載することが考えられる。 

また、今回、有識者から提示された NPO 法人アナイス（以下「アナイス」）のペット避難

受付様式には、飼主に連絡が取れるよう、連絡先（電話番号）のほかに、避難所における居

場所を書く欄があることから、本市の様式に取り入れる（欄として設ける、または備考欄の

記載に例示するなど）も有用と思われた。 

以上のことから、飼主の受け入れ場所を考える際には、飼主および飼主間の連絡の取り

やすさに着目して考えることも重要であると考えられた。 

 

また、ペット避難スペース候補として、室内であるクラブハウスの検証を行ったが、地域

住民との事後協議では、通常の避難スペースとして使う可能性もあることから、当初から

自由に使えるペット避難スペースにはしないものの、状況に応じてペット同伴避難も可能

なスペースとの認識で一致した。 

 

c 避難してきた人々の受付 

 ○ ペット連れの避難者の受入方法の考え方 

本市では、避難者の受付に際し、「避難所ペット登録台帳」に記入することをマニュアル

に定めている。 

今回の検証では、ペット受付のみで避難者受付は設けなかったため、今後は避難者受

付からペット受付の流れ、受付同士の位置関係など、さらに検証が必要であるものの、ス

ターターキットを用いてペット連れの避難者のみで受付の立ち上げを行うことができた。 

 

ｄ 利用者の組分け 

  特になし 

 

e 情報収集・伝達手段の確保  

 ○ ペットに関する情報収集・伝達手段の考え方 

本市では、飼主同士協力するとしているものの、具体的な方法やツールについては定め

られていない。 

今回、一般避難者用とは別に、ペットに関する情報掲示板を作成すると良いとの助言を

受けて、場所をペット受付付近とし、掲示板の表示を予め備え、スターターキットの指示書

にペット情報掲示板の設置を指示することとした。 

検証では掲示板の設置にとどまり、具体的な情報収集・伝達までは行えなかったが、一



般避難者向けの掲示板と分けることで、情報の散逸を防ぐという点で有効な方法であると

考えられた。今回はペット受付とともに屋外に設置されたが、風雨対策を今後検討する必

要があると考えられる。 

 

f 備蓄している水や食料、物資の確認・配給 

○ 備蓄物資の検討 

本市の指定避難所に備蓄している一般的な資機材については、資料 04「備蓄物資及

び指定避難所資機材ガイドブック」のとおり。また、今回の検証会場である○○小学校に

備蓄している物品は、資料 05「指定避難所運営マニュアル事前準備編（○○小）」のとお

りである。避難所の開設・運営に必要と思われる様式や掲示物、文房具などは、ある程度

用意されている。 

 

ペット同行避難に際して、実際に検証実験をしたところ、下記の物品は有用であった。 

避難所の環境により資機材ニーズは変わるため、引き続き様々な避難所での訓練を通じ

て一般的に必要なもの、環境に応じて必要なものを検討する。 

検証により有用と思われた物品一覧 

No. 種類 仕様 必要と思われた理由 

１ ブルーシート 2.7m×3.6m 屋根や壁の代わりになる、床に敷いて養

生するなど、多用途に使用できる。 

2 ロープ  ブルーシートの係留、立入禁止措置、リ

ードの代用など、多用途に使用できる。 

 

なお、不要と思われる物品も確認された。 

不要と思われた物品一覧 

No. 種類 仕様 不要と思われた理由 

1 ウェイト 金属製の重り リード係留を想定していたが、重く扱い

づらい、どのサイズまでの犬を係留でき

るかは個体差があり判別できない。 

 

ｈ 安全対策  

○ 逸走防止対策 及び 咬傷事故対策 

 

従前は、渡り廊下をペットの保管場所とし、避難者の避難スペースと場所を分けること

により、逸走防止対策及び咬傷事故対策としていた。 

今回、複数のペット避難スペース（候補）を選定する際に、避難者および施設利用者（小

学生）の動線を考慮して、ペット避難スペース（候補）を選定し、検証を行った。 

実際に検証をしたところ、プールサイドはフェンスに囲まれており、リードによる係留が可

能な場所も多いことから、逸走防止対策及び咬傷事故対策としては有効な方法であると

考えられた。しかし、プールは断水時に生活用水の水源となり得ることから、飼主以外の避

難者も行き来する可能性があり、プールサイドをペット避難スペースとすることは危険、ま



た糞尿による汚染につながるという意見があり、最終的には、プールサイドを避難スペー

ス候補から外すことになった。 

これらについては、避難者の避難スペースと場所を分けること、ペットはケージに入れる

か遊具のように地面に固定されたものにつなぐことにし、重りではなく、といったルールよう

に改善すると良いと考えられた。 

 

○ 臭気・鳴き声・動物アレルギー対策 

従前は、渡り廊下をペットの避難スペースとし、避難者の避難スペースと場所を分ける

ことにより臭気・鳴き声・動物アレルギー対策としていた。 

今回、複数のペット避難スペース（候補）を選定する際に、避難者および施設利用者（小

学生）の動線を考慮して、ペット避難スペース（候補）を選定し、検証を行った。 

実際に検証をしたところ、避難者の避難スペースに近い体育館北側については、臭気・

鳴き声の問題があり得ると思われたが、訓練参加者からは特段問題視する声は聴かれな

かった。今回はペット（生体）の参加は 1 匹にとどまったが、今後、複数あるいは異なる種類

の動物が参加した場合に、改めて検証する必要があると思われる。 

複数のペット避難スペース候補を検討しておくことで、避難するペットの数が増えた場

合や、異なる種類の動物が避難してきた場合でも対応できると思われた。 

 

 

・展開期(２日目～１週間) 

a ペット管理の方法 

現在は、各避難所のルールに従い、周囲に配慮しながら、飼い主が責任をもってペットの

世話をすることになっており、また、飼主同士が助け合い、協力してペットの世話をするよう

促している。飼育場所などのルールを一律で決めることは、困難かつ避難所が避難者による

自主運営を旨とする以上、市がすべてのルールを定めることは望ましくないことであるが、標

準的なスターターキットを共有し、訓練を通じて地域住民の話し合いのきっかけとすることは

有用であると思われる。 

ｂ 支援ニーズの把握、支援要請 

現在はペットに関するニーズ把握は積極的に行う体制になっていないため、避難所運営

管理者に飼主個々人からバラバラに要望が寄せられると思われる。 

今回、飼主の会を組織するなど、飼主の共助を促す取り組みを行うとともに、飼主の代表

が避難所の管理運営会議に参加するなど、会で定期的に要望内容を取りまとめ避難所運営

管理者に伝えるようなルールが必要になると思われる。 

 

・安定期（１週間目～３週間程度） 

a 避難所運営のための業務の継続（安定期）  

生活再建のため飼主のみ避難所から一時的に不在となる場合が想定されるため、展開期

と同様に飼主の会で飼主不在時の相互支援をするルールを設けることが望ましい。 

 

b 避難所集約・統合・閉鎖の準備  



避難所の集約・統合・閉鎖に関する計画は存在するが、現在想定する集約先はペット同行

避難を想定していないため、避難所閉鎖後のペット同行避難者の支援を検討する必要があ

る。 

また、ペット避難スペースからペットを引き上げる際に飼主が行うべき事項をルールに定

めるほか、避難所を閉鎖する際の事項を定める必要がある。 

 

（３）施設の特徴を考慮して取り組んだ内容及びその評価 

本市では指定避難所となっている市立小中学校で原則としてペットを受け入れることとして

いるため、今回の検証も市立小学校において実施した。検証の結果、小中学校でのペットの受

け入れには、特に次の点を考慮に入れてペットの保管場所を検討することが重要であると考え

られた。 

ただし、すべての項目を満たす場所は限られることから、絶対条件と優先条件といった形で

条件に重みづけすることが必要である。 

考慮すべきことの例 対応策 

施設の原状復旧のしやすさ ○避難スペースの選定において、以

下の事項を考慮する 

・屋外であること 

・コンクリートまたはアスファルトが敷

かれていること 

○排水口の位置を考慮する 

施設の利用再開に対する影響 

（学校を例とする） 

○児童の動線（通学・避難・給食）か

ら離すこと 

※視界にも入らないことが望ましい 

○教室・給食室付近に設けないこと 

○災害の状況により、やむを得ず上

記の条件を満たさない避難スペース

を使う場合は、学校再開前に撤収・移

転することをルール上明確化 

本校の特徴として、敷地の高低差が大きく、体育館と運動場の距離は違いが動線上は離れ

ているといったことが挙げられる。これは、ペットを保管するうえではペットと避難者を分けるこ

とができると考えられたため、運動場の遊具やクラブハウスも候補地の１つとした。 

 

４ 検証の結果、顕在化した問題点とその改善案 

ペット避難スペースとしてのプールサイドの評価について、下見時点では逸走対策や大型犬の

係留場所の点から評価されていたが、検証訓練後の意見交換において、断水時にプールの水を

生活用水することを考慮するとペットの糞尿で汚染される、使用動線と重ならないようにする意

見、プールの水を汚染しない様に最終的にはプールサイドをペット避難スペースにしないとの結

論になった。 

この場合、大型犬の係留場所が必要になるが、対策としては運動場遊具に係留し、風雨対策と

してテントを設置する計画とした。実効性については今後の地域の防災訓練で検証を行う予定



である。 

 

５ 総評 

今回の検証により、ペットの受入体制を確立するためには、①ペット同行避難に対する関係者

（地域住民と施設管理者）の理解、②飼主の自助共助の意識、③関係者の視点を考慮したペット

避難スペースの設定が重要であると思われた。 

今回の検証は、前半の講習、後半の訓練を通じて、これらの啓発や検証が進められたと評価

できる。しかし、初動期以降の運営から、避難所の集約・統合・閉鎖までを見据えると、まだ検討

すべき事項はあると考えられる。 

 

また、今回の検証を通じて、災害時の備えのみならず、啓発や訓練における「スターターキット」

の有効性が確認された。当該内容を関係部署にも共有するとともに、他の避難所でのペット受入

体制強化の一助になるよう、活用検討を呼びかけていく。 

 

今後は、避難所を利用する地域住民への啓発や情報提供が不可欠である。このため、市とし

て、関係部署やＮＰＯ等と連携し、講習や訓練を含む啓発イベントや HP などを通じて、積極的に

発信していくことが必要と考えられる。 

 

 





















 

















 



資料 関係者との訓練後の協議内容（要旨） 
 
20250128 ○○小（校長・教頭） 

 
内容 
・ペット避難スペースについて（クラブハウスの鍵の扱いなど） 
・災害時の建物使用範囲について 
 
結果 
・クラブハウスをペットの避難スペースとして構わない。ただし、鍵は、学校が管理する。 

 
20250128 ○○防災会（地域住民 15 名） 

 
内容 
・ペット避難場所の整理や受入ルールについて議論 
 
話題 ※区の発言は「区）」と記載 
・ペット避難スペースについて 

・クラブハウス 
 ・ここも立派な人間用の避難スペースになる。 

・室内は、避難者を優先した方がいい。 
 →当初のペット避難スペース候補から外す、という結論になった。 

・プール 
 ・プールの水は、生活用水や、ポリ袋クッキングの湯沸かしに使う可能性がある。 

  ・プールサイドの奥の方なら、大型犬をつなぐスペースにしてもいいのでは。 
  ・プールの水が、ペットの糞尿で汚染される事態は避けたい。 
  ・水は貴重な資源なので、誰でもプールサイドに入れる状況は避けたい。 
  →プールサイドはペット避難スペース候補から外す、という結論になった。 
・体育館北側 
  ・スペースが限られていることを除けば、特段悪い点はなかった。 
  ・防犯面からは、体育館周りの暗がりを潰せるので、ここに動物が居るのは良いのでは。 
  ・ケージなら２段３段に積めば、10 匹や 20 匹は入るだろう。 

・予め棚を作っておけると良い。テーブルで代用できる。などの意見あり。 
→結論：体育館北側を、ケージに入れたペットの避難スペースとする。 
 
・大型犬をどうするか 
  →運動場の遊具＋テント（運動会等で使う組み立て式のもの）が良い、という結論になった。 
  ・どの遊具が良いか、という点は、今後の学区防災訓練（避難所開設）において、検証する。 

   ・大型犬が何頭受け入れられるか、という点については、現時点では「受け入れ余地あり」で 
よい。今後の訓練で検証し、何頭まではいけそう、という数字を考える。 



 
・ペット受付について 
  ・受付が段差の上で高すぎ。避難者受付との兼ね合いをどうする。など意見あり。 

   →今後の訓練で、避難者受付と並べて検証する。 
 
・今後の訓練について 

・今後の、年１回の学区防災訓練において、避難所開設の訓練を行い、その中で、飼主用に 
別メニュー（ペット避難スペース立ち上げ）を組み込み、そこで検証していきたい。 

   ・ペット避難スペース立ち上げ班は飼主をメインに、非飼主（防災会メンバー）も混ぜ、両者 
の観点で検証を行う。 

 
・掲示物について 
  ・文字が多いものは、なるべく迷わない様に、簡素にしてほしい。 

・標準的なものは行政で作ってほしい。学校や避難所に合わせた改良や追加は学区で行う。 
 
・その他の話題 

運動場への車の乗り入れについて 
  ・運動場への車の受け入れはどうするか？現在は原則禁止している。 
  ・ペット同行者が車中泊を希望するかもしれない。 

・ルールを決めないと、必要な車が入れなくなる恐れがある。（結論は出ず） 
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区本部・地区本部などの電話番号 

場  所 電 話 番 号 

区 本 部 

（千種区役所総務課） 

○○—○○○○ 

（デジタル移動無線）○○○○ 

地 区 本 部 

（ ○ ○ 小 学 校 ） 

○○－○○○○ 

（デジタル移動無線）○○○○ 

指 定 避 難 所 

代 表 電 話 

○○－○○○○ 

（デジタル移動無線）○○○○ 

 

  

  

 

作成日 ２０２５年 ２月 ３日 

 

○○小学校 
指定避難所名 
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～はじめに～ 
この事前準備編は、災害発生時にすばやく指定避難所を開

設し、円滑に運営ができるよう、あらかじめ決めておくとよ

い事項が記載されています。 

 災害時は非常に混乱しますので、日頃から指定避難所ごと

に、区役所、災害対策委員、地域の皆さま及び施設管理者と

話し合って、管理運営に必要な事項を決めておきましょう。 

 
 
 
 

＊あらかじめ準備しておくこと＊ 

 

１ 指定避難所の鍵の所持者（近隣協力員等） 

２ 指定緊急避難場所の利用方法 

３ 避難スペース 

４ 目的別スペース（屋内） 

５ 目的別スペース（屋外） 

６ 資機材 

７ 備蓄物資 

８ 施設内使用可能物品 

９ 共同生活のルール 

１０ 協議事項 

１１ 避難所管理組織図 

 

１２ 施設平面図※ 

    ※目的別スペース等を記載したもの 

 

 

別表 



事前準備編 

1 
 

別表１ 指定避難所の鍵の所持者（近隣協力員等） 

 

別表２ 指定緊急避難場所の利用方法 

 
指定緊急 

避難場所 
開錠等利用方法 

洪水・内水

氾濫 
校舎内  

土砂災害 校舎内  

高潮 －  

津波 －  

地震の揺れ グラウンド 
時間外の鍵の開錠者は、別表１

の通り 

 

氏 名 住  所 ・ 電 話 番 号 備  考 

※個人情報のため削除 

区政協力委員長 

近隣協力員 

近隣協力員 
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別表３ 避難スペース 

（１）居住スペース 

指定する場所 階数 
受入れ 

可能面積 

受入れ 

可能人員 

車イス等 

避難可否 

空調設備 

の有無 
注意事項等 

① 体育館 
体育館棟 

２階 514 ㎡ 257 名 可・○否  有・○無  
ｽﾄｰﾌﾞ(暖房)

のみ 

② ﾌﾟﾚｲﾙｰﾑ２ 
体育館棟 

１階 90 ㎡ 45 名 ○可 ・否 ○有 ・無 
簡易スロ

ープ設置 

③ 会議室 
南棟 

２階 ㎡ 名 可・○否  有・無  

④図書室 
中棟 

１階 ㎡ 名 可・○否  有・無 

やむを得な

い場合に使

用 

⑤ 
 階建て 

の  階 ㎡ 名 
可・否 有・無  

⑥ 
 階建て 

の  階 ㎡ 名 
可・否 有・無  

⑦ 
 階建て 

の  階 ㎡ 名 
可・否 有・無  

⑧ 
 階建て 

の  階 ㎡ 名 
可・否 有・無  

 

（２）福祉避難スペース（要配慮者のための部屋など） 

指定する場所 階数 
受入れ 

可能面積 

受入れ 

可能人員 

車イス等 

避難可否 

空調設備 

の有無 
注意事項等 

①ﾌﾟﾚｲﾙｰﾑ１ 
体育館棟 

１階 

       

90 ㎡ 

       

45 名 
○可 ・否 ○有 ・無 

簡易スロ

ープ設置 

② 
 階建て 

の  階 

       

㎡ 

       

名 
可・否 有・無  

③ 
 階建て 

の  階 
       

㎡ 

       

名 
可・否 有・無  

※ ○数字は開設の順序 
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別表４ 目的別スペース（屋内） 

利 用 目 的 指 定 す る 場 所 注 意 事 項 等 

地 区 本 部 

（原則、市立小学校） 
特別活動室  

運営管理室（代表管

理 者 ・ 各 班 班 員 ） 
特別活動室  

応 急 救 護 所 

（市立中学校以外） 
プレイルーム１  

医 療 救 護 所 

（ 市 立 中 学 校 ） 
—  

感 染 症 患 者 

スペース（A ゾーン） 

（ 発 生 時 の み ） 
図工室  

情報機器（テレビ等） 

設 置 場 所 
体育館 

体育館放送室保管

(2019 年度配備) 

災害時特設公衆電話 

設 置 場 所 
特別活動室  

通信環境（Wi-F i） 

設 置 場 所 
体育館ステージ上  

情 報 掲 示 場 所 
特別活動室付近 

北棟北側 
 

救 援 物 資 等 

集 積 場 所 

・ﾌﾟﾚｲﾙｰﾑ２軒下 

・体育館棟廊下奥 
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利 用 目 的 指 定 す る 場 所 注 意 事 項 等 

更 衣 場 所   

授 乳 場 所   

A E D 設 置 場 所 職員室前廊下  
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別表５ 目的別スペース（屋外） 

 設 置 場 所 注 意 事 項 等 

ご み 集 積 場 所 プ ー ル 南 
名古屋市の分別ルールに従

い分別すること 

く み 取 り 式 

仮 設 ト イ レ 
プ ー ル 東  

下 水 道 直 結 式 

仮 設 ト イ レ 

学 校 正 門 前 

道 路 上 

使用にあたっては必ず地区

本部（区本部）に連絡をとる

こと 

地 下 式 給 水 栓 

（市立小・中学校） 

学 校 正 門 前 

道 路 上 

操作セットは防災備蓄倉庫

にあり 

ペ ッ ト の 

避 難 場 所 

（市立小・中学校） 

体育館北側階段下  
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別表６ 資機材 

★印は、避難所開設に最低限必要となる物品等をまとめたもの 

＊印は原則、市立小・中学校に配備 

 

品 名 数量 
保 管 場 所 

（ 使 用 方 法 ） 
備 考 

★避難所開設セット 2 箱 屋内防災備蓄倉庫 段ボール 

★避難所開設キット 1 セット 屋内防災備蓄倉庫 
プラスチック 

ケース 

くみ取り式 

仮設トイレ 
２ 屋外防災備蓄倉庫 

施設班により 

設置 

下水道直結式 

仮設トイレ 
１ 屋外防災備蓄倉庫 

施設班により 

設置 

仮設トイレ用 

照明 
３ 屋内防災備蓄倉庫 

施設班により 

設置 

＊発電機 2 屋内防災備蓄倉庫 
施設班により 

設置 

＊投光器 2 屋内防災備蓄倉庫 
施設班により 

設置 

＊コードリール 2 屋内防災備蓄倉庫 
施設班により 

設置 

＊地下式給水栓 

資機材 
一式 屋内防災備蓄倉庫 

食料班により 

設置 

＊簡易式スロープ 2 屋内防災備蓄倉庫 
避難スペースへの 

段差がある避難所 

＊特設公衆電話 3 屋内防災備蓄倉庫 
・施設班により設置 

・特別活動室内モジ

ュラージャック有 

＊テレビ 一式 体育館放送室 
施設班により 

設置 

＊公衆無線 LAN 

ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ等資材 
一式 屋内防災備蓄倉庫 

施設班により 

設置 

＊間仕切りセット 2 セット 屋外防災備蓄倉庫 
施設班により 

設置 

避難所運営用テント １ 屋外防災備蓄倉庫 
(付属品)重り 12、

天幕１、横幕 3、

キャリー1 
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別表７ 備蓄物資 

品 名 数量 
保 管 場 所 

（ 解 錠 方 法 ） 
備 考 

ビスケット 
1,000 

食 
屋内防災備蓄倉庫 食料班により配分 

アルファ化米 

（梅がゆ） 
100 食 屋内防災備蓄倉庫 食料班により配分 

アルファ化米 

（わかめ） 
350 食 屋内防災備蓄倉庫 食料班により配分 

アルファ化米 

（きのこ） 
350 食 屋内防災備蓄倉庫 食料班により配分 

飲料水 

（500ｍｌ） 
15 箱 屋内防災備蓄倉庫 

食料班により配分 

360 本 

毛 布 350 枚 屋内防災備蓄倉庫 物資班により配分 

＊日用品セット 
50 

セット 
屋内防災備蓄倉庫 物資班により配分 

簡易パック式 

トイレ 

1,600

個 
屋外防災備蓄倉庫 施設班により設置 

＊簡易洋式便座 15 個 屋外防災備蓄倉庫 施設班により設置 

＊ガスボンベ 146 本 屋内防災備蓄倉庫 発電機用（内 2 本

は寒冷地仕様） 

避難所での外国人 

被災者対応ﾏﾆｭｱﾙ 
1 冊 屋内防災備蓄倉庫 別冊 

生理用品 

（小学校のみ） 
1 箱 屋内防災備蓄倉庫 

紙おむつ（子ども用

64 枚・大人用 13

枚）、生理用品 

（昼用 220 枚） 

衛生用品 一式 屋内防災備蓄倉庫 別表 7-2 

    

＊印は原則、市立小・中学校に配備 
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別表７-２ ○○学区 ○○小学校 衛生用品 

受付キット 

品名 数量 

非接触式検温器【個】 5 

使い捨てマスク(50 枚入)(受付用)【箱】 1 

フェイスシールド【枚】 15 

使い捨て手袋(50 双入り)【箱】 1 

養生テープ(赤)【巻】 5 

養生テープ(黄)【巻】 5 

養生テープ(緑)【巻】 5 

ポリ袋(50 枚入)【袋】 4 

名古屋市指定ごみ袋(可燃)(10 枚入)【袋】 5 

名古屋市指定ごみ袋(不燃)(10 枚入)【袋】 5 

名古屋市指定ごみ袋(資源)(10 枚入)【袋】 5 

飛沫防止カウンターシールド 4 

受付用キット説明書＋様式 1(クリアファイル入り)【冊】 1 
 

避難者全員用キット①（マスク） 

品名 数量 

避難者全員用マスク(大人用)(50 枚入り)【箱】 11 

避難者全員用マスク(幼児用)(50 枚入り)【箱】※小・中学校のみ 1 
 

避難所衛生用品キット（アルコール消毒液） 

品名 数量 

アルコール消毒液(500ml)【本】 36 
 

施設消毒用キット 

品名 数量 

ペーパータオル(200 組 400 枚入り)【箱】 15 

使い捨て手袋(50 双入り)【箱】 5 

ポリ袋(100 枚入り)【袋】 5 

名古屋市指定ごみ袋(可燃)(10 枚入り)【袋】 5 

レインコート【着】 15 

塩素系漂白剤【本】 5 

施設消毒キット説明書(クリアファイル入り)【部】 1 
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感染者緊急対応用キット 

品名 数量 

アイソレーションガウン【着】 4 

N95 マスク【枚】 10 

養生テープ【巻】 1 

感染者緊急対応キット説明書(クリアファイル入り)【冊】 1 

 

要配慮者用物資 

品名 数量 

パーテーション【台】 3 

簡易ベッド【台】 3 

 

A ゾーン生活用キット 

品名 数量 

ポリ袋（100 枚入り）【袋】 18 

ペーパータオル（200 枚入り）【箱】 3 

ノンアルコールウェットティッシュ（10 枚入り） 9 

電子体温計【個】 3 

歯ブラシ（個包装）【個】 3 

使い捨てタオル（個包装）【枚】 9 

使い捨てスリッパ（個包装）【個】 6 

簡易トイレ組み立て式【個】 3 

簡易トイレ用凝固剤【個】 36 

 

従事者用衛生用品キット 

品名 数量 

使い捨てマスク（従事者用） 1 

使い捨て手袋 1 

フェイスシールド 2 

可燃ごみ（10 枚入り） 1 

レインコート 18 

使い捨てスリッパ（個包装） 18 
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別表７-３ 備蓄物資（日赤物資） 

品 名 数量 
保 管 場 所 

（ 解 錠 方 法 ） 
備 考 

天幕 ３ 体育倉庫  

毛布 ２０ 防災倉庫  

間仕切り＋暖ボー

ル畳 
５ 防災倉庫  

プライベートルー

ム 
２ 防災倉庫  

携帯トイレセット １ 防災倉庫  

携帯トイレセット ４ 屋内防災備蓄倉庫  

ジョイントマット ５ 
屋内防災備蓄倉庫：3 個 

屋外防災備蓄倉庫：２個  
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別表８ 施設内使用可能物品 

品 名 数量 
保 管 場 所 

（解錠方法） 
注 意 事 項 等 

いす   学校備品 

ガスストーブ   学校備品 

ブルーシート   学区備品 

テント  テント倉庫 
・学校備品 

・学区備品 

    

    

    

    

    

※ 施設管理者へ指定避難所の運営に利用可能なものを確認

し記載しておきましょう 

（例） 

長机・いす・テレビ・ラジオ・パソコン・通信機器 

（衛星電話、無線機など）・冷暖房器具（扇風機、ストー

ブなど）・発電機器・照明器具・ハンドマイク・ホワイト

ボード・台車・車いす・ブルーシート・カラーコーン、

スコップ、バケツ・食器類・段ボール・救急箱・トイレ

ットペーパー など 
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別表９ 共同生活のルール 

事  項 内   容 

個々の専用スペース

の割当と間仕切り 

・１人２㎡とする。 

・備蓄倉庫内の間仕切りセットは、原則として

着替えや授乳等を行うスペースが確保できな

い場合に使用する。 

食料・飲料水・救援 

物 資 の 配 分 方 法 
代表管理者の指示に従う 

ト イ レ の 利 用 方 法 
・既設トイレが使用できるときは、既設トイレ

を使用する。 

・仮設トイレは、男性用と女性用を離して設置 

ごみの分別・排出方法 ・分別後、ごみ収集場所へ 

（ 喫 煙 可 能 な 場 合 の ） 

喫 煙 場 所 
・校内禁煙のため喫煙場所なし 

起 床 ・ 消 灯 時 間  

そ の 他 
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別表１０ 協議事項 

事  項 内     容 

自動車の乗り入れ 原則禁止 

テントでの避難 運動場北側から動線を確保しつつ配置 
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別表１１ 避難所管理組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難所代表管理者 

○○防災会メンバー 

総務班長 

 
物資班長 

 
食料班長 

 
救護班長 

 
施設班長 

 

班 員 

 
班 員 

 
班 員 

 
班 員 

 
班 員 

 

避 難 者 


